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横溝正史氏の書斎・山梨市に
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推理小説の巨匠

横溝正史氏の書斎・山梨市に
名探偵・金田一耕助シリーズで知られる故・横溝正史さんの書斎が、

横溝さんの長男・亮一氏から山梨市に寄贈されました。

大のお気に入りだったという朱塗りの座卓と氏の写真。
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「
横
溝
正
史
」
と
聞
け
ば
、
多
く
の
方

が
「
推
理
小
説
・
探
偵
小
説
の
巨
匠
」
と

思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
し
、
横
溝
正
史

氏
の
名
前
を
知
ら
ず
と
も
「
犬
神
家
の
一

族
」「
八
つ
墓
村
」
な
ど
映
像
化
さ
れ
た

作
品
や
「
主
人
公
・
金
田
一
耕
助
」
の
名

を
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
推
理
小
説
の
巨
匠
・
横
溝
正
史
氏

が
晩
年
ま
で
使
用
し
て
い
た
書
斎
家
屋

が
本
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
８
日
、
書
斎
の
あ
る
東
京
都
世
田

谷
区
成
城
（
音
楽
評
論
家
・
横
溝
亮
一
氏

宅
）
に
て
、
寄
贈
さ
れ
る
書
斎
な
ど
の
受

け
渡
し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
市
か
ら
中
村
市
長
ほ
か
小
林

助
役
、
担
当
の
生
涯
学
習
課
職
員
ら
が
出

席
、
関
係
者
や
報
道
機
関
が
見
守
る
中
、

正
史
氏
の
長
男
亮
一
さ
ん
か
ら
市
長
に

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
を
受
け
た
品
に
は
、
正
史
氏

が
愛
用
し
て
い
た
朱
色
の
座
卓
や
籐
椅

子
と
机
、
ソ
フ
ァ
ー
セ
ッ
ト
、
飾
り
棚
、

硯
箱
、
灰
皿
、
ガ
ラ
ス
製
紅
茶
カ
ッ
プ

セ
ッ
ト
、
恩
師
で
あ
る
江
戸
川
乱
歩
か
ら

の
自
筆
書
簡
、
映
画
化
さ
れ
た
作
品
の
パ

ネ
ル
な
ど
、
60
点
に
お
よ
ぶ
貴
重
な
品
々

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

横
溝
正
史
と
い
う
人

　

手
に
汗
握
る
描
写
や
奇
想
天
外
な
ト

リ
ッ
ク
の
数
々
を
自
在
に
操
る
天
才
小

説
家
の
素
顔
は
、
野
球
場
へ
頻
繁
に
通
い

つ
め
た
無
類
の
野
球
好
き
、
そ
し
て
以
外

に
も
大
変
な
怖
が
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

怖
が
り
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
の
で

き
ご
と
に
は
、
作
品
の
執
筆
中
、
余
り
に

も
迫
力
の
あ
る
描
写
を
書
き
綴
っ
て
い

た
た
め
、
正
史
氏
自
身
が
恐
怖
を
感
じ
て

し
ま
い
、
筆
を
置
い
て
席
を
立
ち
家
の
中

を
ウ
ロ
ウ
ロ
と
歩
き
回
っ
て
い
た
話
や
、

地
震
の
時
に
家
族
で
一
番
大
騒
ぎ
し
て

い
た
話
な
ど
が
有
名
で
す
。

　

長
男
の
亮
一
氏
の
話
で
は
、「
鬼
の
よ

う
に
恐
ろ
し
い
殺
人
鬼
な
ど
を
考
案
し

な
が
ら
、
父
自
身
柔
ら
か
な
心
の
持
ち
主

で
あ
り
、
良
く
色
紙
に
書
い
て
い
た
『
鬼

想
佛
心
』
と
い
う
言
葉
が
、
父
の
人
間

味
を
表
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

作
品
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
間
性
に
惚ほ

れ
る
フ
ァ
ン
の
方
が
多
い
の
も
納
得
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
ミ
ス
テ
リ
ー
作
品
か
ら

は
想
像
で
き
な
い
正
史
氏
の
人
物
像
の

中
に
、
極
度
の
「
乗
り
物
恐
怖
症
」
と
い

う
一
面
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
乗
り
物
恐

怖
症
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
氏
と
本
市
を
結

び
付
け
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

結
核
を
患
っ
て
い
た
正
史
氏
は
、
東
京

の
自
宅
か
ら
療
養
地
の
上
諏
訪
（
長
野

県
）
と
の
往
復
に
鉄
道
を
利
用
し
て
い

ま
し
た
。
乗
り
物
が
苦
手
だ
っ
た
氏
は
、

す
ぐ
に
気
分
が
悪
く
な
り
途
中
下
車
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
行
き
来
し
た
そ
う

で
す
。
そ
の
際
、
当
時
の
日
下
部
駅
（
現

山
梨
市
駅
）
に
立
ち
寄
り
、
気
分
転
換

に
笛
吹
川
の
周
辺
を
散
歩
し
た
こ
と
が

亮
一
氏
の
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
お
り
、

今
回
の
寄
贈
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

正
史
氏
は
、
恩
師
で
あ
る
江
戸
川
乱
歩

の
期
待
ど
お
り
、
外
国
文
学
の
影
響
も
受

け
、
今
ま
で
に
な
い
表
現
や
手
法
を
取
り

入
れ
、
読
者
層
を
広
げ
、
面
白
み
を
ま
し

た
作
品
を
次
々
に
発
表
し
て
い
き
ま
し

た
。
氏
の
作
品
は
日
本
を
代
表
す
る
推

映
像
化
さ
れ
る
作
家
の
魅
力
を
引
き
継
い
で

今回、寄贈を受けた書斎の外観。瓦は氏が好きだったという特別注文の
朱色だ。

父・横溝正史氏の思い出を語る亮一さん
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横
溝
正
史
年
表　
（
１
９
０
２
～
１
９
８
１
）

　

１
９
０
２
（
明
治
35
）
年	

兵
庫
県
神
戸
市
で
薬
種
商
の
三
男
と
し
て
誕
生

　

１
９
１
５
（
大
正
４
）
年	

13
歳	

小
説
好
き
の
親
友
を
得
て
、
関
心
が
高
ま
る
。	

	

英
語
学
に
励
み
、
外
国
の
推
理
小
説
作
品
を
読
み
始

	

め
る
。

　

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年	

22
歳	

大
阪
薬
学
専
門
学
校
を
主
席
で
卒
業
。
家
業	
	

の
傍
ら
小
説
に
熱
中
。
小
説
の
創
作
活
動
も
行
う
。

　

１
９
２
５
（
大
正
14
）
年	

23
歳	

江
戸
川
乱
歩
に
出
会
う
。「
探
偵
趣
味
の
会
」

	

の
同
人
と
な
る
。

　

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年	

24
歳	

江
戸
川
乱
歩
の
知
遇
を
得
て
上
京
し
、
博
文

	

社
に
て
雑
誌
の
編
集
作
業
な
ど
を
行
う
。

	

初
の
短
編
集
「
広
告
人
形
」
を
刊
行
。

　

１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年	

30
歳	

博
文
社
を
退
社
し
、
作
家
専
業
と
な
る
。

	

初
の
書
き
下
ろ
し
長
編
「
呪
い
の
塔
」
を
刊
行
。

　

１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年	

31
歳	

結
核
を
発
病
し
、
長
野
県
の
療
養
所
で
治
療

	

を
受
け
る
。

　

１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年	

32
歳	

長
野
県
上
諏
訪
村
に
転
地
し
、
療
養
生
活
。

　

	

37
歳
ま
で
こ
の
地
で
過
ご
す
。

	
｢

鬼
火｣

「
蔵
の
中
」
を
執
筆
。

　

１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年	

44
歳	

「
本
陣
殺
人
事
件
」
に
て
金
田
一
耕
助
が
登

	

場
（
後
に
第
１
回
日
本
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
賞
長
編
賞

	

を
受
賞
）。「
蝶
々
殺
人
事
件
」
な
ど
本
格
派
の
作
品

	

創
作
が
は
じ
ま
る
。

　

１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年	

47
歳	

「
八
つ
墓
村
」
の
連
載
を
開
始
し
、
翌
年
ま

	

で
続
く
。

　

１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年	

49
歳	

「
犬
神
家
の
一
族
」「
女
王
蜂
」
な
ど
金
田
一

	

耕
助
シ
リ
ー
ズ
を
執
筆
。

　

１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年	

55
歳	

「
悪
魔
の
手
鞠
（
て
ま
り
）
歌
」
を
発
表
。

　

１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年	

72
歳	

「
仮
面
舞
踏
会
」
を
刊
行
。

　

１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年	

77
歳	

「
悪
霊
島
」
を
発
表
。
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な

	

い
鮮
や
か
に
描
写
に
、
世
間
を
驚
か
せ
た
。

　

１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年	

79
歳	

結
腸
ガ
ン
の
た
め
他
界
。

理
小
説
と
し
て
、
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・

中
国
語
な
ど
に
翻
訳
を
さ
れ
、
不
動
の
人

気
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
横
溝
正
史
作
品
を
読
ん

だ
こ
と
が
な
い
方
も
、
こ
れ
を
機
会
に
図

書
館
な
ど
を
利
用
し
、
横
溝
正
史
作
品
を

手
に
取
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
映
画
・
テ
レ
ビ
な
ど
で
作
品

を
見
た
と
い
う
方
も
、
こ
の
よ
う
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
頭
に
入
れ
な
が
ら
改
め
て
横

溝
作
品
を
読
み
、
新
し
い
横
溝
正
史
像
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当

　

☎
�
９
６
１
１(

市
民
会
館
内
）

つややかな垂木(左上)。正史氏が恩師と仰ぐ江戸川乱歩の書(右上)。
横溝正史氏が愛用していた椅子とソファー (下 )。
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介
護
保
険
料
を
改
定

　

介
護
保
険
は
、
３
年
を
１
期
と
し
た

事
業
計
画
に
基
づ
き
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
を
第
３

期
事
業
期
間
と
し
て
、
高
齢
者
人
口
の

伸
び
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
や
費

用
の
予
測
値
を
基
に
、
介
護
保
険
料
を

算
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
第
１
号
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
の
人
）
の
介
護
保
険
料

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

所
得
の
低
い
人
に
配
慮
し
た
所
得
段
階

（
６
段
階
）
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
め
方

○	

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
人
は
、

年
金
か
ら
天
引
き
に
な
り
ま
す
。【
特
別

徴
収
】

○	

年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人
は
、

納
付
書
で
納
め
ま
す
。【
普
通
徴
収
】

■
保
険
料
額
の
確
定

○	

平
成
18
年
度
分
の
保
険
料
額
の
確
定

は
、
７
月
に
な
り
ま
す
。
特
別
徴
収
の

人
に
は
「
お
知
ら
せ
」
を
、
普
通
徴
収

の
人
に
は
、「
納
入
通
知
書
」
を
送
付
し

ま
す
。

■ 65歳以上の人の介護保険料【第１号被保険者】
改　定　前 改　定　後

所得段階 算定 年額 （ 円 ） 所得段階 算定 年額 （ 円 ）

第 1
・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者
　で世帯全員が市民税
　非課税

基準額
× 0.5

16,800 第 1 同左
基準額
× 0.5

20,400

第 2 世帯全員が市民税
非課税

基準額
× 0.75

25,200
第 2

世帯全員が市民税非課
税で本人の合計所得金
額と課税年金収入額の
合計が 80万円以下

基準額
× 0.5

20,400

第 3 世帯全員が市民税
非課税（第 2段階以外）

基準額
× 0.75

30,600

第 3
本人が市民税非課税
（世帯内に市民税課税者
がいる場合）

基準額 33,600 第 4 同左　 基準額 40,800

第 4
本人が市民税課税で
合計所得金額が
200万円未満

基準額
× 1.25

42,000 第 5 同左
基準額
× 1.25

51,000

第 5
本人が市民税課税で
合計所得金額が
200万円以上

基準額
× 1.5

50,400 第 6 同左
基準額
× 1.5

61,200

■
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に

　

ご
注
意
を
！

　

保
険
料
の
未
納
期
間
に
応
じ
て
給
付

差
し
止
め
に
な
っ
た
り
、
利
用
者
負
担

が
１
割
か
ら
３
割
に
な
っ
た
り
す
る
措

置
が
と
ら
れ
ま
す
。
口
座
振
替
に
す
る

と
、
納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め

忘
れ
も
な
く
安
心
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
世
帯
へ
配
布
す
る
「
山

梨
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
（
い
き
い
き
安
心
プ
ラ
ン
）」

の
概
要
版
お
よ
び
「
介
護
保
険
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
課
介
護
保
険
担
当　

☎
�
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
１
７
３
～
１
７
６
）

※	「合計所得金額が 125 万円以下の人に対する非課税措置廃止の税制改正」により所得段階区分が上がる
人は、保険料負担の急激な増加を避けるため、保険料率を段階的に引き上げていく緩和措置がとられます。

■介護保険
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き
れ
い
で
住
み
よ
い
山
梨
市
を
目
指
し
て

～
６
月
は
「
や
ま
な
し
環
境
月
間
」
で
す
～

　

今
日
、
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
の
多
く
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
や
通
常

の
事
業
活
動
が
主
な
原
因
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
前
提
と
し
て
き
た
社
会

経
済
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
環

境
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
を
社
会
に
広
め
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
行
動
に
十
分
な

環
境
へ
の
配
慮
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

６
月
は
、「
や
ま
な
し
環
境
月
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
み
な
さ
ん
も
環
境
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

「
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」
と

「
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

　

山
梨
市
で
は
、「
き
れ
い
で
住
み
よ
い

山
梨
市
」
を
目
指
し
て
「
ご
み
不
法
投
棄

監
視
ウ
ィ
ー
ク
」
と
「
や
ま
な
し
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
「
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」

　
　
　
　
　
　
（
６
月
11
日
～
17
日
）

　
「
美
し
い
日
本
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

る
」
た
め
創
設
さ
れ
た
「
全
国
ご
み
不
法

投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」
に
よ
り
全
国
の
市

で
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

山
梨
市
で
は
、
後
を
絶
た
な
い
不
法
投

棄
の
根
絶
を
図
る
た
め
随
時
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
強

化
を
図
る
た
め
６
月
11
日
か
ら
17
日
の

間
、
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

美
し
い
日
本
、
美
し
い
山
梨
市
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
、
不
法
投
棄
を
な

く
し
、
き
れ
い
で
住
み
よ
い
山
梨
市
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

■
「
や
ま
な
し

　
　
　

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

　

地
域
で
声
か
け
を
し
、
登
下
校
時
や
勤

務
前
、
昼
休
み
な
ど
を
活
用
し
て
、
日
ご

ろ
か
ら
慣
れ
親
し
み
愛
着
の
あ
る
身
近

な
道
路
、
河
川
、
公
園
、
広
場
な
ど
で
ゴ

ミ
や
空
き
缶
拾
い
、
植
花
や
植
樹
な
ど
の

環
境
美
化
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
日
は
年
６
回
、
月

の
30
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
第
１
回
目
は

５
月
30
日
に
、
２
回
目
以
降
は
７
・
９
・

11
・
１
・
３
月
の
各
30
日
と
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
力
で
ま
ち
を
き
れ
い
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

ご
み
の
出
し
方
・

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

～
収
集
停
留
所
へ
ご
み
を
出
す
前
に
～

●
乾
電
池
の
捨
て
方
に
つ
い
て
ご
注
意
！

　

乾
電
池
の
収
集
日
は
、
月
の
最
初
の
不
燃
物

の
日
で
す
。
必
ず
他
の
不
燃
物
と
は
分
け
て
、

乾
電
池
だ
け
別
の
袋(

透
明
か
半
透
明)

に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。
牧
丘
、
三
富
地
域
に
つ
い
て

も
乾
電
池
の
指
定
袋
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
透

明
か
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
分
別
を
き
ち
ん
と
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

不
燃
物
の
日
は
、
隔
週
で
ガ
ラ
ス
・
セ
ト
モ

ノ
類
と
金
物
類
が
交
互
に
な
り
ま
す
。
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集
日
を
確
認
し
て
、
決

ま
っ
た
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
カ
ン
や
ビ
ン
は
必
ず
中
身
を
カ
ラ
に

し
て
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
中
身
が
入
っ
た
ま
ま

出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
収
集
し
て
も
処
分
が

で
き
ず
に
困
っ
て
い
ま
す
。

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
で

気
を
つ
け
る
こ
と
！

　

必
ず
つ
ぶ
し
て
減
量
化
し
て
く
だ
さ
い
。
つ

ぶ
さ
な
い
ま
ま
出
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
一
度
に

運
べ
る
量
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

環
境
の
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
か
ら
、

効
率
よ
く
行
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

太平洋へとそそぐ水の源にある山梨市。自然の宝庫に住み、多くの恩
恵を受けているからこそ、環境問題は真剣に取り組みたい問題である。
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山梨地域 牧丘・三富地域
可燃物

（収集所に出せない大きなもの）
山梨市環境センター 東山梨環境衛生センター

不燃物
（粗大ごみなど）

山梨市環境センター 山梨市環境センター

■利用できる施設

※上記以外の施設は利用できません。

■利用時間と料金
山梨市環境センター 東山梨環境衛生センター

利　用
日　時

月～金曜：午前 9時～午後 4時
土曜：午後 1時～ 4時

月～金曜：午前 9時～正午、
　　　　　午後 1時～ 4時

定休日 日曜および祝日 土、日曜および祝日

料　金
生活系ごみ

50㎏を超えた場合、

10kg につき 80円（税込）
無　　料

事業系ごみ 10㎏につき 150円（税込） １㎏につき 10円（税別）

電　話 �１５５５ �４０１４

山 梨 市 環 境 セ ン タ ー
東山梨環境衛生センター

　各地域のごみカレンダーの日程に沿って実施しているごみの収集や
粗大ごみ地域収集時以外にどうしても処分をしたいものがある場合は、
次の施設をご利用ください。
　なお、18 年度から牧丘・三富地域の不燃ごみおよび粗大不燃ごみは、
山梨市環境センターで引き取りを行います。

■環境・介護予防

■
粗
大
ご
み
収
集
を
行
い
ま
す
！

　

市
で
は
、
６
月
に
山
梨
地
域
、
７
月
に
牧
丘
・
三
富

地
域
で
粗
大
ご
み
収
集
を
行
い
ま
す
。
山
梨
地
域
の
日

程
な
ど
は
、
広
報
５
月
号
24
ペ
ー
ジ
を
、
牧
丘
・
三
富

地
域
に
つ
い
て
は
、
今
月
号
の
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い(

牧
丘
・
三
富
地
域
は
回
収
品
目
な
ど
に
変
更
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い)

。

【
問
い
合
わ
せ
】
環
境
課
生
活
環
境
担
当
☎
�
１
１
１
１(

内
線
２
５
２
、２
５
３)

　

市
で
は
、“
地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者

の
生
活
を
支
え
る
拠
点
”
で
あ
る
『
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
を
開
設
し
ま

し
た
。

【
運
営
主
体
】　

　

山
梨
市
（
直
営
）　

　

＊
ス
タ
ッ
フ
も
市
職
員
で
す
。

【
場　
　

所
】　

　

山
梨
庁
舎
（
山
梨
市
役
所
）
１
階

　

保
健
課
介
護
予
防
担
当
内

　
（
８
番
窓
口
）

【
電　
　

話
】　

　

�
０
２
９
４
（
直
通
）
ま
た
は　

　

�
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
関
す
る

“
総
合
相
談
窓
口
”
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

高
齢
者
介
護
、
認
知
症
の
こ
と
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

牧
丘
・
三
富
地
域
は
各
支
所
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

　

牧
丘
支
所
住
民
生
活
担
当

　

☎
�
３
１
１
１

　

三
富
支
所
住
民
生
活
担
当

　

☎
�
２
１
２
１

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
し
た

認知症高齢者介護者電話相談を
受け付けています

　認知症の本人や家族に対しては、状

態に応じたさまざまな支援が必要です。

　これは、認知症の知識や介護技術と

いったことだけではなく、介護の困難

さや周囲の偏見に対する苦悩などに対

して精神面を含めた支援が非常に重要

とされているからです。

　このため、山梨県では認知症介護経

験者による電話相談窓口を設置し、認

知症の本人と家族を支援しています。

●開設相談日など
　毎週金曜日　午前９時～午後４時　
　（年末年始、祝日を除く）
【相談電話番号】
　☎ 055-251-0001
　（山梨県社会福祉協議会）

の利用について

お住まいの地域ごみの種類
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■ＡＥＤ設置

も
し
も
…
…
の
と
き
に
備
え
て
、

市
内
12
施
設
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

山
梨
市
で
は
市
民
の
健
康
・
安
全
を

守
る
た
め
、
市
役
所
の
他
、
市
内
温
泉
、

道
の
駅
、
体
育
館
、
中
学
校
な
ど
12
施

設
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器	 �(
Ａ
Ｅ
Ｄ)

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
、
山
梨
市
役
所
に
お
い
て

行
わ
れ
た
設
置
式
で
は
、
ま
ず
、
市
長

が
「
市
民
の
皆
さ
ん
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
一
人
で
も

多
く
の
方
の
命
が
助
か
る
よ
う
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
で

は
昨
年
度
、
市
職
員
が
講
習
を
受
け
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
学
び
ま
し
た
。
職

員
の
講
習
受
講
は
今
後
も
続
け
、
も
し

も
の
と
き
に
備
え
ら
れ
る
体
制
作
り
を

整
え
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
市
役
所
１
階
の
案
内
窓
口

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
模
範
演
技
と
し
て
、

赤
十
字
救
急
法
救
急
員
の
認
定
を
受
け

た
職
員
に
よ
る
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
っ
て
の
実
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
月
の
広
報
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た

が
、
市
で
は
昨
年
12
月
か
ら
３
月
ま
で

73
人
の
職
員
が
赤
十
字
の
救
急
講
習
を

受
け
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
際
に
必
要
と
な

る
心
配
蘇
生
法
ほ
か
基
本
的
な
救
急
法

を
学
び
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
職
員
の
講
習
受
講
を
今
後

も
続
け
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
施
設
も
順
次
拡

充
し
、
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
利

用
者
が
安
心
し
て
施
設
を
利
用
で
き
る

体
制
作
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
自
動
体
外
式
除
細
動
器
と
は

　

自
動
体
外
式
除
細
動
器
と
は
（
以
下
Ａ

Ｅ
Ｄ
と
い
う
）
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要

な
心
臓
の
状
態
を
判
断
で
き
る
心
臓
電
気

シ
ョ
ッ
ク
の
器
械
で
す
。

　

突
然
死
の
死
因
の
ほ
と
ん
ど
は
心
臓
疾

患
で
（
い
わ
ゆ
る
心
臓
突
然
死
）、
そ
の

大
部
分
は
心
室
細
動
と
い
う
病
気
で
す
。

心
室
細
動
に
な
る
と
心
臓
が
け
い
れ
ん

し
、
ポ
ン
プ
と
し
て
の
役
割
が
果
た
せ
ず
、

助
か
る
チ
ャ
ン
ス
は
１
分
経
過
す
る
ご
と

に
約
10
％
ず
つ
失
わ
れ
、
10
分
後
に
は
ほ

と
ん
ど
の
人
が
死
に
到
り
ま
す
。

　

こ
の
心
室
細
動
を
正
常
な
状
態
に
戻
す

唯
一
の
方
法
は
除
細
動
（
心
臓
へ
の
電
気

シ
ョ
ッ
ク
）
で
、
早
期
の
除
細
動
が
で
き

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
は
社
会
復
帰
の
鍵
に
も

な
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
自
宅
、
学
校
、
職
場
、
た
く

さ
ん
の
人
が
集
ま
る
公
共
の
施
設
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
に
置
き
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う

こ
と
で
、
突
然
死
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
除
細
動
が
必
要
か
を

判
断
し
、
救
命
の
手
順
を
音
声
に
て
指
示

し
ま
す
。
ま
た
、
除
細
動
を
含
め
た
救
命

行
為
が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

模範演技を披露する保健課職員。

設　置　場　所 台数
市役所本庁舎 1	
老人健康福祉センター 1	

温泉
花かげの湯 1	
鼓川温泉 1	
みとみ笛吹の湯 1	

公園
花かげの郷まきおか
「道の駅」 1	

道の駅みとみ 1	

体育館 市民総合体育館 1	
牧丘 B＆G海洋センター 1	

中学校
山梨南中学校 1	
山梨北中学校 1	
笛川中学校 1	

計 12	

■自動体外式除細動器設置施設一覧

※ＡＥＤの講習会は、山梨消防署、日本
赤十字社山梨県支部にて行っています。
詳しくはお問い合わせください。

【問い合わせ】
　山梨消防署　☎�０１１９
　日本赤十字社山梨県支部
　☎ 055-251-6711
　保健課保健企画担当
　☎� 1111( 内線 412、413)
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■区長紹介

区
長
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

《
山
梨
地
域
》

<

加
納
岩
地
区>

		
	

大
野
＝
雨
宮
和
夫
、
市
営
住
宅
大
野
団

地
＝
杉
本
孝
、
下
神
内
川
２
区
＝
藤
巻

眞
史
、
上
神
内
川
３
区
＝
田
邊
明
○
★
、

上
神
内
川
４
区
＝
齊
藤
政
尚
☆
、
上
神

内
川
５
区
＝
佐
藤
進
、
上
神
内
川
６
区

＝
手
塚
國
雄
、
下
神
内
川
７
区
＝
萩
原

正
五
、
下
石
森
＝
林
洋
士
、
上
石
森
＝

小
林
邦
光
☆

<

日
下
部
地
区>

		
	

小
原
西
１
区
＝
大
村
彰
、
小
原
西
２
区

＝
岡
好
宜
○
☆
、
小
原
西
３
区
＝
山
下

隆
★
、
市
営
住
宅
小
原
団
地
＝
岩
渕
吉

雄
、
小
原
東
４
区
＝
古
屋
弘
和
☆
、
小

原
東
５
区
＝
戸
泉
重
雄
、
小
原
東
６
区

＝
古
屋
貞
夫
、
県
営
住
宅
東
山
梨
団
地

＝
若
林
功
美
、
七
日
市
場
＝
手
塚
範
幸
、

下
井
尻
＝
依
田
道
彦

<

八
幡
地
区>

	
	

	
	

南
＝
榊
原
武
夫
、
北
＝
飯
嶋
賢
一
、
市

川
＝
古
屋
光
二
●
★
、
江
曽
原
＝
中
村

勲
、
大
工
＝
奥
山
重
富
☆
、
堀
内
＝
三

枝
尚
、
水
口
＝
雨
宮
宏
造
☆
、
切
差
＝

水
上
光
秋

<

山
梨
地
区>

	
	

	
	

万
力
１
区
＝
代
永
修
、
万
力
２
区
＝
赤

澤
國
昭
、
万
力
３
区
＝
長
谷
川
忠
良
●

★
、
正
徳
寺
＝
米
倉
孟
、
落
合
＝
二
見

照
男
☆
、
小
田
屋
＝
依
田
勲
、
上
岩
下

＝
関
口
芳
克
☆
、
山
根
＝
深
沢
伍
禮
、

矢
坪
＝
古
屋
忠
城		

<

日
川
地
区>

	
	

	
	

一
町
田
中
＝
窪
田
豊
★
、
市
営
住
宅
日

川
団
地
＝
清
水
謙
、
歌
田
＝
田
草
川
美

根
夫
◎
☆
、
下
栗
原
＝
小
野
賢
一
、
上

栗
原
＝
日
澤
豊
、
中
村
＝
窪
田
保
信

<

後
屋
敷
地
区>

		
	

	

鴨
居
寺
＝
中
島
猛
★
、
東
後
屋
敷
＝
堀

内
恒
満
、
木
戸
＝
古
屋
孝
之
、
上
新
町

＝
長
田
元
雄
、
下
新
町
＝
古
明
地
量
敏

☆
、
豊
後
＝
古
屋
勇
造
、
西
後
屋
敷
＝

三
富
英
雄
、
県
営
住
宅
東
山
梨
ぬ
く
も

り
団
地
＝
窪
田
範
仁	

	
<

岩
手
地
区>

	
	

	
	

久
保
＝
樋
口
勝
洋
、
紺
屋
＝
野
沢
眞
★
、

西
＝
水
地
太
陽
☆
、
市
営
住
宅
藤
ノ
木

団
地
＝
神
子
沢
睦
男

《
牧
丘
地
域
》

<

諏
訪
地
区>

	
	

	

杣
口
＝
大
竹
哲
朗
○
★
、
山
本
＝
水
上

熊
三
、
大
室
＝
楠
康
延
、
千
野
々
宮
＝

庄
司
元
昭
、
城
古
寺
＝
梶
原
喜
久
雄
、

堀
の
内
＝
竹
居
愛
寿
、
窪
平
＝
古
屋
捷

朗
☆
、
替
地
＝
小
幡
賢
吾
、
隼
＝
倉
田

由
和
、
室
伏
＝
武
井
次
男
、
大
沢
＝
成

本
貴
、
成
沢
＝
武
井
武
雄
、
堀
の
内
団

地
＝
荻
原
辰
仁

<

中
牧
地
区>

	
	

	
	

城
南
＝
小
林
勇
、
城
東
＝
岡
久
男
、
東

部
＝
岡
良
一
、
真
智
・
豊
原
＝
葊
瀬
大
三
、

倉
科
中
＝
渡
邉
冨
仁
、
久
保
＝
鶴
田
佳

則
★
、
坂
上
＝
石
原
文
男
、
下
平
＝
大

村
四
郎
☆
、
請
地
＝
網
野
久

<

西
保
地
区>

	
	

	
	

北
原
＝
加
々
美
金
男
☆
、
牧
平
＝
山
下

宣
夫
、
西
保
中
＝
林
正
文
★

《
三
富
地
域
》

上
柚
木
＝
雨
宮
壽
彥
、
下
南
＝
坂
本
公

仁
、
徳
和
＝
名
取
透
●
☆
、
川
浦
１
区

＝
日
原
葊
次
、
川
浦
２
区
＝
岡
部
佳
高
、

上
釜
口
＝
日
原
吉
日
出
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

敬
称
略)

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課
行
政
防
災
防
犯
担
当

　

☎
�
１
１
１
１(

内
線
２
２
７
）

平
成
18
年
度
第
１
回
区
長
会
を
開
催

　

５
月
11
日
、
夢
わ
ー
く
山
梨
に
お
い
て
平
成
18
年
度
第
１
回
山
梨
市

区
長
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
開
会
に
先
立
ち
、
区
の
役
員

交
代
な
ど
で
新
た
に
区
長
と
な
っ
た
28
の
地
区
の
区
長
さ
ん
に
市
長
か

ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
役
員
の
改
選
や
18
年
度
の
事
業
計
画
案
、
予
算
案
な
ど
が

協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
牧
丘
地
域
に
お
い
て
区
の
再
編
が
さ
れ
た
た
め
、
昨
年

度
よ
り
区
の
数
が
10
減
り
、
山
梨
市
全
体
で
は
86
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
と
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
ご
活
躍
す
る
各
地

区
の
区
長
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
（
◎
会
長　

○
副
会
長　

●
監
事　

★
地
区
会
長　

☆
理
事

　
　

を
表
し
て
い
ま
す
。）
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男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　

～
17
年
度
の
推
進
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
～

　

平
成
17
年

	
	

４
月	

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
条
例
制
定

	
	

８
月	

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
公
募
委
員
募
集

	
	

11
月	

第
１
回
委
員
会
お
よ
び
委
嘱
式

	
	
	

（
２
人
の
公
募
者
を
含
み
、
計
20
人
で
構
成
）

	
	

12
月	
第
２
回
委
員
会

	
	
	

（
旧
山
梨
市
お
よ
び
旧
牧
丘
町
プ
ラ
ン
の
検
証
な
ど
）

　

平
成
18
年

	
	

２
月	

第
３
回
委
員
会

	
	
	

（
県
政
出
張
講
座
に
よ
る
学
習
会
）

	
	
	

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
参
加
者
約
70
人
）

	
	
	

●
グ
ル
ー
プ
み
ら
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

	
	
	

●
山
梨
大
学
医
学
部
外
国
人
教
師

	
	
	

　

キ
ャ
ラ
カ
ー
・
リ
チ
ャ
ー
ド
氏
に
よ
る
講
演
会

	
	

３
月	

第
４
回
委
員
会

	
	
	

（
山
梨
学
院
大
学
法
学
部
山
内
幸
雄
教
授
に
よ
る
学
習
会
）

　

市
で
は
、
合
併
一
周
年
を
記
念

し
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
市

の
花
、
市
の
木
、
市
の
鳥
」
を
通

じ
て
、
市
の
自
然
の
恵
み
を
共
有

し
、
大
切
に
守
り
な
が
ら
心
豊
か

に
暮
ら
す
こ
と
を
目
指
す
と
と
も

に
、
新
し
い
山
梨
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
市
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
「
市
の
花
、
市
の
木
、

市
の
鳥
」
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　

平
成
18
年
５
月
29
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　

６
月
16
日
（
金
）

【
応
募
資
格
】

　

山
梨
市
に
住
所
の
あ
る
人
。

【
応
募
基
準
】

　

・
山
梨
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

　

ふ
さ
わ
し
い
「
花
・
木
・
鳥
」。

　

・
こ
の
地
域
の
特
性
と
イ
メ
ー

　

ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
。

　

・
山
梨
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い

　

る
こ
と
。

山
梨
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

「
市
の
『
花 ･ 

木
・
鳥
』」
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　

広
報
誌
と
一
緒
に
配
布
す
る
チ

ラ
シ
の
裏
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
左
記
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い(

※
提
出
は
持

参
、
郵
送
ど
ち
ら
で
も
可)

。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ま
た
、
応
募
用
紙
以

外
で
も
、
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ

て
い
れ
ば
応
募
で
き
ま
す
。

〒
４
０
５
ー
８
５
０
１

　

山
梨
市
役
所
総
合
政
策
課

　

政
策
推
進
担
当
窓
口

　
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

　

持
参
の
場
合
は
、
牧
丘
・
三
富

　

各
支
所
の
総
務
担
当
窓
口
で
も

　

取
り
扱
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
３
３
）

※
詳
し
い
こ
と
は
、
広
報
誌
と
一

緒
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

今
年
度
は
、
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
条
例
に
基
づ
く
「
山
梨
市
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当　

　

☎
�
１
１
１
１
（
内
線
２
３
４
）

男女共同参画フォーラムで講演をされた
キャラカー・リチャード氏 (２月 25日 )
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▼新市まちづくり事業資金として

　京浜山梨市県人会会長　矢崎袈裟良様

　（東京都目黒区）	…………………250,000 円	

▼教育振興資金として　

　宗教法人　八大龍王神社様 (上神内川 )

　　　　　…………………………… 30,000 円	

▼社会福祉資金として　

　手島秀夫　様 (三ヶ所 )	………… 30,000 円

　林　正文　様 (牧丘町西保中 )	…500,000 円

▼山梨北中学校へ　17年度卒業生一同様　

　　　　…… デジタルアップライトピアノ１台

▼学校・公民館・図書館へ　柳場武様 (下井尻 )	

　　　　……………… 図書「春近し」75冊　

▼市へ　横溝亮一　様（東京都世田谷区）　

　　　　…建物平屋建て１棟　66㎡　家財一式

♥♥♥善意をありがとう♥♥♥

　

市
で
は
、
４
月
25
、
26
日
の
両
日
、

市
役
所
に
お
い
て
対
象
者
の
み
な
さ

ん
に
、
入
学
祝
金
10
万
円
と
市
長
直

筆
の
記
念
色
紙
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

こ
の
祝
金
は
、
山
梨
市
健
や
か
育

児
支
援
祝
金
支
給
条
例
に
基
づ
き
小

学
校
入
学
時
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、

祝
金
の
受
給
対
象
者
は
、
第
３
子
の

出
産
時
に
出
産
祝
金
（
出
産
の
１
年

前
か
ら
市
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と

が
条
件
。
10
万
円
が
支
給
さ
れ
る
）

を
受
給
し
た
保
護
者
で
、
そ
の
後
も

引
き
続
き
市
内
に
住
み
続
け
て
い
る

こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

旧
山
梨
市
か
ら
引
き
継
が
れ
た
制

度
で
、
条
件
に
合
う
牧
丘
・
三
富
地

対
象
者
40
人
に
第
３
子
入
学
祝
金
を
支
給

母
子
相
談
員
12
人
を
委
嘱

　

市
で
は
、
４
月
20
日
、
市
役
所
会

議
室
に
お
い
て
平
成
18
年
度
山
梨
市

母
子
相
談
員
の
委
嘱
式
と
母
子
相
談

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

母
子
相
談
員
の
主
な
業
務
は
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
生
活
一
般
お
よ
び
手

当
、
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
な
ど

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
指
導
、
援

助
を
す
る
こ
と
で
す
。
任
期
は
２
年

で
、
12
人
の
母
子
相
談
員
が
地
区
ご

と
に
業
務
を
担
当
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
委
嘱
状
の
交
付
と
役
員

選
出
の
後
、
18
年
度
の
活
動
内
容
の

協
議
や
相
談
活
動
上
で
の
報
告
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

母
子
相
談
員
に
相
談
が
あ
る
場
合

は
、
福
祉
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
事
務
所
児
童
福

祉
担
当　

☎
�
１
１
１
１

　
　
　

(

内
線
１
６
２
、１
６
３)

【
問
い
合
わ
せ
】
少
子
対
策
課
子
育
て

推
進
担
当　

☎
�
１
１
１
１

　
　
　

(

内
線
１
５
２
、１
５
３)

６月の
市長との対話

市長から祝い金と直筆の色紙が手渡されま
した。

市長から委嘱状が手渡されました。

【
日
時
・
場
所
】

　

29
日
㈭　

午
前
９
時
30
分
～　

山
梨
市
役
所　

　

30
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～　

三
富
支
所

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】
総
務
課
広
聴
広
報
担
当　

☎
�
１
１
１
１

　
(

内
線
２
２
５
、２
２
６)　

ま
た
は
各
支
所
総
務
担
当

　

牧
丘
支
所
☎
�
３
１
１
１　

三
富
支
所
☎
�
２
１
２
１

時
間
は
１
人
30
分
・
要
事
前
申
込

域
の
保
護
者
も
含
め
、
平
成
18
年
度

の
対
象
者
は
40
人
で
し
た
。



好奇心いっぱい、子ども教室
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子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
場
を
整
備

「
山
梨
市
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
実
施
状
況
報
告

　

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら

３
か
年
計
画
で
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安

心
し
て
活
動
で
き
る
居
場
所
を
整
備
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、

・
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
重
大
事
件
の
続

　

発
な
ど
青
少
年
の
問
題
行
動
の
深
刻
化

・
地
域
の
教
育
力
の
低
下

な
ど
の
緊
急
課
題
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
未
来
の
日
本
を
創
る
心
豊
か
で
た
く

ま
し
い
子
ど
も
を
社
会
全
体
で
は
ぐ
く
む

こ
と
が
目
的
で
す
。

　

山
梨
市
教
育
委
員
会
で
は
、
初
年
度
の

平
成
16
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
の
「
地
域

教
育
力
再
生
プ
ラ
ン
」
事
業
を
受
託
し
、

水
曜
日
の
放
課
後
な
ど
を
利
用
し
て
「
科

◇「山梨市科学する心をはぐくむ子ども教室」

　　　　　　　　　　　　　（なんでも科学教室）
委員長 飯島　幹夫 山梨市医師会長

栗林　賢治 市青少年サイエンス活動支援会長

丸山とみ子 市青少年サイエンス活動支援会副会長

並木　国夫 日本高山植物保護協会員

岡田　武彦 市青少年サイエンス活動支援会員

田形　　久 市青少年サイエンス活動支援会員

◇「山梨市文学の里づくり子ども教室」

委員長 雨宮　　毅 山梨市文化協会長

竹川　久雄 山梨市公民館連絡協議会長

藤原　一仁 山梨地区文化協会副会長

玉島よ志子 山梨地区文化協会副会長

山下　牧郎 牧丘地区文化協会副会長

荻原　竹子 三富地区文化協会副会長

◆山梨市子ども教室推進事業コーディネーター
　　　　　　　　　　（調整、計画および立案を含む）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【敬称略】

学
す
る
心
を
は
ぐ
く
む
子
ど
も
教
室
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
に
当
た
っ
て
は

国
立
科
学
博
物
館
・
県
立
科
学
館
・
山
梨

市
青
少
年
サ
イ
エ
ン
ス
支
援
会
の
ご
協
力

を
得
て
お
り
、平
成
17
年
度
は
１
３
５
回
、

市
内
小
・
中
学
生
延
べ
２
、３
７
８
人
が

参
加
し
、
科
学
へ
の
関
心
・
興
味
を
深
め

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、「
科
学
す
る
心
を
は
ぐ
く

む
子
ど
も
教
室
」
と
同
様
に
文
部
科
学
省

の
受
託
事
業
と
し
て
、
山
梨
市
文
化
協
会

の
ご
協
力
に
よ
り
「
山
梨
市
文
学
の
里
づ

く
り
子
ど
も
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。
楽

し
い
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
朗
読
・

読
み
聞
か
せ
教
室
や
万
葉
の
歌
碑
め
ぐ
り

な
ど
の
活
動
を
と
お
し
て
、
考
え
や
感
動

を
深
め
、
豊
か
な
表
現
力
を
培
い
、「
美

し
い
日
本
語
に
ふ
れ
る
文
学
の
里
、
山
梨

市
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　
　

学
校
教
育
課　

☎
�
５
３
５
５　

「
科
学
す
る
心
を
は
ぐ
く
む
子
ど
も
教
室
」
の

一
場
面
。
万
華
鏡
づ
く
り
（
上
）
と
シ
ャ
ボ

ン
玉
づ
く
り
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
。
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　３月６日に第１回の委員会を開催し、委員のみ
なさんの自己紹介を兼ねて、まちづくりに対する
思いを話していただきました。100 以上の意見が
出され、いろいろな思いがあるなあと感心しまし
た。
　市では、市民のみなさまからも、いろいろな意
見を伺い、まちづくりに生かしていきたいと考え
ています。
　まず、山梨市の良いところや残しておきたいと
ころ、改善したほうがよいところなどをお寄せい
ただければと思います。たとえば、「△△地区を流
れる水路は、水量も多く石垣で作られていていい
雰囲気だ」、逆に、「□□地区の□□通りは、車が
多く走っているけれど、歩道がなくて危ない」な
ど……。
　都市計画というと、今までは、土地の使い方の
規制や、都市計画道路の建設、区画整理の実施な
どが中心でした。しかし、そこに住んでいる人々が、

いいところを
探しましょう

地域を誇りに思い、快適に暮らせるようにしてい
くことも重要だと思います。
　これからの都市計画は、道路などの施設の整備
だけでなく、その地域をどのような雰囲気にして
いくかも考えていかなければなりません。たとえ
ば、「商店街で共通のおしゃれな看板を出そう。」
というような、地域のきめ細かなルールを作るこ
ともできます。
　また、今回は、景観というものも考えていくこ
とにしています。落ち着いた雰囲気の住宅地、お
客さんが楽しく買い物ができる商店街など、街並
みということも都市を構成する大事な要素です。
観光客がたくさん通る道路はそれなりの雰囲気が
あるほうがいいでしょう。自然景観、里山の風景
など、こうなればいいだろうなというものもある
のではないでしょうか。
　このように、まちづくりにもいろいろな面があ
り、それらを総合的にまとめていくことが重要な
ことです。いろいろな立場の方のご意見を反映さ
せてまちづくりをしていきたいと考えています。
身近なことでも、市全体のことでも、みなさまが
普段考えておられることをお寄せください。まち
づくりに関心のある市民団体、ＮＰＯなどからの
提案もお待ちしています。
【ご意見・問い合わせ】
都市計画課都市計画担当　☎� 1111( 内線 273)

　いよいよ、都市計画マスタープランの策定に向け、策定委員会がはじまりました。
　策定委員会は、委員の意見を出しやすくするため、10人以内のグループに分け
て、ワークショップという形で意見交換を進め、「まちづくりの提案」としてまと
めていくことにしています。

【まちづくりのことば③】　いいところ探し
　普段なにげなく見ている近くの風景。「もう少し道路が広ければなあ」「看板がいっぱいでごちゃごちゃしてるな」という
ことは目につきます。でも、ちょっとゆったりした気持ちで周りを眺めてみてください。
　「こんなところに道祖神があった」「この木は立派な木だなあ」とか、今まで気がつかなかったものが見えてくるかもしれま
せん。どこの地域にも、何かいいところがあると思います。まちづくりは、地域の「いいところ」を探すことからはじめます。
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　西沢渓谷山開きの式典では、大嶽
山那賀都神社宮司による神事がとり
行なわれ、今シーズンも事故なく登
山・ハイキングが行なえるよう安全
を祈願しました。

　市民会館にて行なわれた合同慰霊
祭は、山梨市内の各地区から出征し、
先の大戦において亡くなられた方々
のご遺族らが参列し、執り行われま
した。
　市長が祭文を読み上げた後、参列
した遺族の代表が壇上に奉られた慰
霊の位に献花を捧げ、戦没者のご冥
福をお祈りしました。

西沢渓谷山開き・歩き初め（4 月 29 日）

　訪れた観光客たちは、式典終了後
さっそく渓谷ハイキングを楽しみま
した。ハイキング後には抽選会も行
われ、思わぬプレゼントに当選者は
顔をほころばせていました。

平成 18年度山梨市春季合同慰霊祭（４月 28日）

消防団任命式（４月 23 日）

　市グリーンツーリズム推進協議会
が水口地区で開催した体験には、都
心より約 30人が参加しました。
　参加者は、受粉に使う羽の付いた
ハケの棒を手にして、作業を楽しん
でいました。
　この日は、兄川周辺の散策やイチ
ゴ狩り体験も行い、豊かな風に抱か
れて、果実の里やまなしを満喫して
いました。

スモモ受粉体験（４月 16 日）

外国籍住民ふれあいサロン（５月 13日）

　夢わーく山梨にて行なわれた「サ
ロン」には、中国、ペルー、フィリ
ピンなどの出身者 34 人が参加し、
教育や雇用、言葉の問題など、日ご
ろの悩みなどを話し合いました。
　参加者からは、「この会を開いて
もらってうれしかった」「うたまつ
りなどのイベントに参加して交流を
持ちたい」「山梨市に永住したい」
など積極的な意見が出されました。

　どの参加者も日本の文化や言葉を
勉強されているのが印象的でした。

　市民総合体育館で行われた平成
18 年度山梨市消防団任命式では、
新任分団役員ほか 142 人に藤巻団
長から任命書が手渡されました。
　任命書を受け取った団員は、団長
からの訓示を受け、消防団員として
の任務の重要性を再認識しました。
　また、新入団員を代表して後屋敷
分団第一部秋山貴洋団員が宣誓を、
新部長を代表して日川分団第一部
中村直喜部長が決意表明を行いまし
た。
　式終了後は、山梨消防署の指導に
よる礼式訓練などが行われました。
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　こどもの日に、全国各地でプロ野
球ОＢが少年少女たちに野球を教え
る教室として知られる「こどもの日
全国野球教室」が、山梨市民小原ス
ポーツ広場で開催されました。

「第 12 回こどもの日全国野球教室」、山梨市で開催（５月５日）

　会場には、少年野球スポーツ少年
団員、指導者など 300 人を超える
野球ファンが集合。子どもたちは、
本市出身で元読売ジャイアンツの内
藤久氏、元ロッテオリオンズの石川

賢氏など元プロ野球選手から直接指
導を受けました。
　思い出残る一日、この中から未来
のプロ野球選手が誕生するかもしれ
ません。

　市総合体育館武道場にて開催され
た大会には、市内の中学生、小学生
のほか、笛吹市や甲州市より招かれ
た約 100人の選手が参加。
　小学生の部は団体戦、男子・女子
の個人戦が、中学生の部では男子団
体戦と女子の個人戦が行われまし
た。
　肌寒い場内でしたが、子どもたち
はそれを跳ね除けるような元気な掛

第 15 回山梨市少年柔道招待試合（４月 16 日）

け声とともに、日ごろの練習で磨い
た技を掛け合っていました。

第 33 回会長杯・山梨市家庭婦人バレーボール大会（４月 29 日）

　市総合体育館をメイン会場として
開催されたこの大会には、市内で活
動をしている 23チームが参加しま
した。
　バレーボールはチームワークの競
技ですが、普段家庭をまとめている
おかあさんたちだけあって、それは
バッチリ。
　熱気いっぱいの会場では、日常生
活よりも数倍カッコいいおかあさん

たちの姿があちこちで見られまし
た。

　牧丘Ｂ＆Ｇ海洋センターで開かれ
た第 19回山梨市牧丘海洋センター
剣道大会には、地元山梨市をはじめ、
甲州・笛吹の両市から総勢 160 人
の少年少女剣士が集結しました。
　午前中は学年ごとの個人戦が、午
後からは小学生 27チーム、中学生
15 チームによる団体戦が行われ、
胴着に身を包んだ選手たちは、家族
やチームメートが見守る中、大きな
掛け声を上げながら、面や胴などの
技を繰り出していました。

第 19 回剣道大会（５月 13 日）



チャレンジ！

　山梨市
山梨市長　中村照人

第
11
回
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横

溝

正

史

氏

の

書

斎

５
月
８
日
、
日
本
推
理
小
説
界
の
巨

匠
、
横
溝
正
史
氏
の
書
斎
他
約
60

点
を
正
式
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
︵
詳

細
は
２
～
４
ペ
ー
ジ
に
記
載
︶。
設
置
場

所
な
ど
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す

が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
さ
っ
そ
く
13
日
～

14
日
、
正
史
氏
が
疎
開
し
、
執
筆
活
動
を

し
た
岡
山
県
倉
敷
市
真ま
び備
町
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

倉
敷
中
心
か
ら
西
へ
向
か
い
高
梁
川
を

渡
っ
て
少
し
行
く
と
、
天
平
の
文
化
人

「
吉き
び
の
ま
き
び

備
真
備
公
」︵
奈
良
時
代
、遣
唐
使
︵
２

回
派
遣
︶
と
し
て
中
国
文
化
を
日
本
に
伝

え
た
︶生
誕
地
の
真
備
町
が
広
が
り
ま
す
。

　

正
史
氏
は
、
昭
和
20
年
～
23
年
に
か
け

て
こ
の
地
に
疎
開
し
、｢

本
陣
殺
人
事
件

｣｢

獄
門
島｣｢

八
つ
墓
村｣

な
ど
を
は
じ
め
、

旺
盛
に
執
筆
活
動
を
し
ま
し
た
。｢

本
陣

殺
人
事
件｣

は
、
真
備
町
が
舞
台
と
な
っ

て
お
り
、
物
語
に
は
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
地

名
が
登
場
し
ま
す
。

　

自
然
豊
か
で
閑
静
な
地
域
に
、
正
史
氏

が
生
活
し
て
い
た
家
屋
が
「
横
溝
正
史
疎

開
宅
」
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
14
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
入
館
者
総
数
は

約
７
、２
０
０
人
と
の
こ
と
で
す
。

　

疎
開
宅
の
近
く
に
は｢

真
備
ふ
る
さ
と

歴
史
館｣

が
あ
り
、
こ
こ
で
は
真
備
町
の

歴
史
や
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
推
理
小
説
家

横
溝
正
史
氏
の
遺
品
︵
書
斎
の
復
元
︶
な

ど
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
疎
開

宅
や
歴
史
館
周
辺
の
地
域
が
「
金
田
一
耕

助
ミ
ス
テ
リ
ー
遊
歩
道
」︵
平
成
13
年
設

定
︶
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
見
ど
こ

ろ
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

山
梨
市
で
は
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
斎

と
氏
に
ま
つ
わ
る
品
物
の
数
々
を
有
効
に

活
用
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

尾
崎
咢
堂
記
念
館
視
察

　

憲
法
記
念
日
の
５
月
３
日
、「
憲
政
の

神
さ
ま
」
と
い
わ
れ
た
尾
崎
行
雄
︵
雅
号・

咢が
く
ど
う堂
︶
記
念
館
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

尾
崎
行
雄
は
、
明
治
23
︵
１
８
９
０
︶

年
の
第
１
回
総
選
挙
で
衆
議
院
議
員
に
選

出
さ
れ
て
以
来
当
選
25
回
、
明
治･

大
正

･
昭
和
の
三
代
に
わ
た
っ
て
国
会
在
職
63

年
の
間
、
憲
政
の
発
展
の
た
め
に
心
魂
を

捧
げ
た
人
物
で
す
。

　

こ
の
記
念
館
は
、
津
久
井
が
生
ん
だ
平

和
主
義
者
・
尾
崎
行
雄
の
偉
業
を
後
世

に
残
す
た
め
に
、
生
誕
か
ら
10
歳
ま
で

過
ご
し
た
代
々
の
屋
敷
跡
に
昭
和
32
年

︵
１
９
５
７
年
︶
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で

す
︵
津
久
井
郡
津
久
井
町
又
野
６
９
１
︶。

　

敷
地
内
に
入
っ
て
、
右
手
に
あ
る
秩
父

山
の
花
崗
岩
で
高
さ
３
メ
ー
ト
ル
、
幅
50

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
碑
面
に
は
、
善
悪
の

標
準
・「
世
人
乃
幸
福
を
ま
す
言
行
ハ
み

な
善
事
之
を
へ
ら
す
言
行
ハ
み
な
悪
事
」

の
文
が
、
達
筆
の
あ
と
鮮
や
か
に
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

山
梨
市
に
も
、
氏
の
碑
が
万
力
公
園
に

あ
り
ま
す
。
90
歳
ご
ろ
、
山
梨
市
に
逗
留

し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時

書
か
れ
た
も
の
で
す
。
今
、
設
置
場
所
や

そ
の
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

寄贈者である亮一さんと書斎の一室にて。

横溝正史が戦時中疎開していた家（岡山県倉敷市真備町）



安全・安心のまちづくり
こんにちは、日下部署です。【日下部警察署　☎�0110】

専門交通指導員の

ワンポイント・アドバイス 総務課行政防災防犯担当
☎� 1111( 内線 229)

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
運
転
は　

人
に
社
会
に

　
　
　
　
　
　
　

思
い
や
り
」

日下部警察署管内
　　　交通事故発生状況
　　　　　　　〔4月末日現在〕

人身交通事故……………… 76件
……………………(前年比 -15件 )
死者…………………………… 1人
…………………… (前年比+1人 )
負傷者………………………102人
……………………(前年比 -10人 )
物損交通事故………………188件
……………………(前年比 -47件 )
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■
警
察
官
採
用
の
お
知
ら
せ

　

平
成
18
年
度
山
梨
県
警
察
官
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す
。（
平
成
19
年
４
月
採
用
）

　

○
警
察
官
Ａ　

採
用
予
定
人
員		

男
性
26
人

　

・
同
武
道
指
導
・
女
性
各
２
人
程
度

　

○
警
察
官
Ｂ　

採
用
予
定
人
員		

男
性
18
人

　

・
女
性
２
人
程
度

　

●
受
付
期
間　

	

　
　

７
月
26
日
㈬
か
ら
８
月
25
日
㈮
ま
で

						　
〔
電
子
申
請
は
８
月
18
日
㈮
ま
で
〕

			

●
第
一
次
試
験
日　

９
月
17
日
㈰

　

●
試
験
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・
採
用
試

　
　

験
案
内
請
求
先

					

日
下
部
警
察
署
警
務
課　

�
０
１
１
０		

　
　

(

内
線
２
１
２)

ま
た
は
最
寄
り
の
交
番
・

　
　

駐
在
所
・
県
警
察
本
部
な
ど

■
置
き
石
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
！

　

過
日
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
後
屋
敷
踏
切
付
近

に
お
い
て
、
線
路
上
に
小
石
を
た
く
さ
ん
並

べ
た
置
き
石
事
案
が
発
生
し
、
列
車
が
約
14

分
間
停
車
し
ま
し
た
。

　

幸
い
乗
客
に
怪
我
人
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
線
路
に
石
を
置
く
行
為
は
大
変
危
険

で
す
し
、
大
き
な
列
車
事
故
に
も
つ
な
が
り
、

簡
単
な
イ
タ
ズ
ラ
で
は
済
ま
な
く
な
っ
て
き

ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
み
な
さ
ん

で
注
意
し
合
い
ま
し
ょ
う
！

■
振
り
込
め
詐
欺
、
新
た
な
手
口
の
一
例

　

⑴
事
前
に
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た

　
　

と
言
っ
て
く
る
。

　

⑵
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
（
あ
る
い
は
お
ば
あ

　
　

ち
ゃ
ん
）
だ
か
ら
頼
む
ん
だ
け
ど
…
」　

　
　

と
か
「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
は
内

　
　

緒
な
ん
だ
け
ど
…
」
と
言
う
。

　

⑶
お
金
を
貸
し
て
欲
し
い
理
由
と
し
て
は

　
　

○
高
額
な
借
金
を
し
て
、
今
日
中
に
振

　
　
　

り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

○
女
の
子
に
怪
我
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

あ
る
い
は
妊
娠
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　
　

○
交
通
事
故
を
起
こ
し
て
、
相
手
の
女

　
　
　

の
人
が
流
産
し
て
し
ま
っ
た
。

　
　

な
ど
と
言
う
。

　

⑷
被
害
者
が
、
あ
な
た
の
口
座
に
振
り
込

　
　

む
と
言
う
と
「
今
通
帳
を
も
っ
て
い
な

　
　

い
」
な
ど
と
答
え
る
。	

		

防
止
策
と
し
て
、
相
手
は
子
ど
も
に
手
を
出

す
こ
と
は
な
い
の
で
、
慌
て
ず
に
息
子
あ
る

い
は
両
親
と
直
接
に

連
絡
を
取
り
、
振
り

込
み
は
明
日
以
降
に

延
ば
す
な
ど
の
策
が

必
要
で
す
。

守ることができていますか、自動車同乗中のわが子の安全！

　６歳未満の乳幼児に義務付けられてい
るチャイルドシートの使用が伸び悩んで
います。
　使用義務化は 2000 年からで、低迷化
していた使用率が 2001 年には 56.9％、
その後は横ばいの状態が続いています。
昨年１年間は 59.9％でした。
　シートベルトをしめていた両親が軽症
で済み、チャイルドシートを使用してい
なかった子どもが死亡する……。そんな
悲惨な事故が後を絶ちません。

　また、幼児（６歳以下）の交通事故
死傷者の約半分は、自動車同乗中の事
故によります。
　大切な子どもさんの命は、大人の責
任感とチャイルドシートでしか守れま
せん。車に乗せたら
必ずチャイルドシー
トを使用しましょ
う。
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江戸時代中期・宝暦11年。
京・大阪を舞台に、即位前
の智子内親王(後桜町天
皇)、権謀術数の田沼意次
が活躍する。人・歴史・地理
があやなす華麗な恋と冒
険の時代小説。

きつねのコンタの家に赤ちゃ
んが生まれてからというもの、
ママは赤ちゃんにつきっきり。
ベッドも取られ、大きな音を出
すと怒られる。ママはぼくのこ
といらなくなったんだ……。
子どもの切ない気持ちが胸に
しみる絵本。

おにいちゃんにははちみつケーキ
　　　　セバスチャン・ブラウン＝絵　
　　　　ジル・ローベル＝文 【今月の注目本】

「彩り」や「六根」磨く「花心」
やさしい気持ちになる、ほっとする、日
常に潤いを与える670の言葉。読む
だけで心がきれいになる日本語の
本。

山梨市立図書館　万力1830(市民会館内)　☎㉒9600(月曜休館)

新着一般図書の紹介

【今月のおはなし会】
　時間：午前10時30分～11時

　●乳幼児向き〔チェリー〕
　　 ……… ６月13日㈫
　●幼児・低学年向き〔くれよん〕
　　 ……… ６月24日㈯★上記以外にも新着図書があります。お問い合わせください。

【開館時間】午前９時～午後５時(金・土は午後６時まで)

日本の小説 
象の背中 秋元　康
雲を斬る 池永　陽
嫁盗み 逢坂　剛
町長選挙 奥田英朗
秀吉の枷㊤㊦ 加藤　廣
深淵のガランス 北森　鴻
山姥の夜 澤田ふじ子
栄光なき凱旋㊤㊦ 真保裕一
トーキョー・バビロン 馳　星周
背負い富士 山本一力
イルカ よしもとばなな

文学・エッセイ・手記・外国の小説など 
犬のしっぽを撫でながら 小川洋子
飯田竜太全集・全10巻 飯田竜太
オリーブの海 ケヴィン・ヘンクス
アシュリー アシュリー・ヘギ
その他・一般 
自分を磨く方法 アレクサンダー・ロックハート
子どもの話にどんな返事をしますか？ ハイム・Ｇギノット
転倒予防体操のアクティビティ 金　憲経
ＩＨクッキングマスターレシピ 脇　雅世
芝庭つくりコツのコツ 京阪園芸
私一人 大竹しのぶ

花はさくら木
　辻原　登　著

美人のいろは
　山下　景子　著

第 48 回水道週間 ( ６月１日～７日）
｢安全と　おいしさごくり　水道水｣

　エネルギーの大量消費社会は、地球温暖化を招き、
私たちが住む美しい水の惑星<地球＞の環境を脅
かします。
　私たちがこうしておいしい水が飲めるのは地球の
恵みがあればこそ。
　温暖化を防ぎ、地球の環境を守るため、温暖化の
原因となる二酸化炭素の排出＝エネルギーの消費を
減らすことが大切です。
　また、水自体も大切な資源です。節水に努める、
汚水を流さないよう心がける必要があります。水道
週間を機に、みんなで未来の水道について考えてみ
ましょう。

【問い合わせ】　
　　水道課庶務担当☎� 1111（内線 462、463）

回収します、あなたの家の古い電話帳！
　ＮＴＴ東日本では地球環境保護・資源の有効活
用のため、「古い電話帳から新しい電話帳へ」の考
えのもと、古い電話帳のリサイクルを積極的に推
進しています。新しい電話帳は各ご家庭に６月中
にお届けしますので、その際古い電話帳を配達員
にお渡しください。ご不在などで古い電話帳を回
収できなかったお客様へは、改めて回収にお伺い
しますのでご連絡ください。
　【問い合わせ】タウンページセンター
　　　　☎ 0120-506-309( フリーダイヤル )

日川公民館管理人 ( 住み込み ) を

　　　　　　　　　　　募集します！
　【施設管理手当】　　月額 27,800 円
　【応募受付期間】　　６月１日㈭～ 23日㈮
　★募集要項を用意しています。
　　生涯学習課までお問い合わせください。
　【問い合わせ】　
　　生涯学習課（市民会館内）☎� 9611
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各 種 情 報 牧丘・三富地域情報
　　　

「牧丘・三富地域、粗大ごみ地域収集について」
　牧丘・三富地域の一般家庭を対象に、粗大ごみの収集を行います。
　収集対象は、家庭用電化製品・自転車 ･スチール家具 ･農機具などの金属製粗大ご
みです。今年度の収集からテレビ ･冷蔵庫・電気冷凍庫 ･洗濯機 ･エアコン・バイク
･タイヤ ･バッテリー ･消火器 ･ガスボンベは有料で回収します。
　収集時間を守り、各自収集場所での積み込みにご協力ください。
　なお、持ち込みができないものは、可燃粗大ごみ・布団・家具・衣類・木製品 ･プ
ラスチック製品 ･ガラス類 ･陶磁器類 ･施設園芸用資材（針金 ･金網 ･パイプ ･加温
器など）です。

品　目 回収料金 変更点

ストーブ
無料 今までどおりヒーター

自転車
バイク

有料 排出可能になりました

冷蔵庫
洗濯機
冷凍庫
テレビ
エアコン
タイヤ
消火器
ガスボンベ
バッテリー

■不燃粗大ごみの排出品目が増えました	
　18 年度から不燃粗大ごみとして排出できる品目
が増えました。なお、一部については有料での回収
となります。表に載っていないものおよび有料品
目、個々の料金については、お問い合わせください。

【三富地域】
実施日 搬入場所
７月４日㈫ 　山梨市民三富スポーツ広場
７月６日㈭ 　山梨市民三富川浦スポーツ広場
７月７日㈮ 　山梨市民三富徳和スポーツ広場
７月９日㈰ 　山梨市民三富スポーツ広場

【牧丘地域】

実施日 搬入場所

７月 25日㈫ 　牧丘第１小学校　校庭

７月 27日㈭ 　中牧多目的集会施設

７月 28日㈮ 　牧丘第３小学校　校庭

７月 30日㈰ 　牧丘第２小学校　校庭

■粗大ごみ収集日程	 	 	 	

　下記の日程で実施します。
搬入時間はいずれも午前７時から午前 10時まで
です。厳守してください。

大分類 小分類 品目 排出方法

可燃粗大ごみ

大型
布団など

東山梨環境衛生センターへ個人が搬入 (通年 )
家具など

小型
衣類など

指定袋に入れ燃えるごみの日に排出
ぬいぐるみなど

■可燃粗大ごみについて	 	 	 	 	 	

　粗大ごみ収集では、可燃粗大ごみは取り扱いませんので持ち込まないでください。	 	 	
可燃粗大ごみについては、次の方法で排出をお願いします。

【問い合わせ】	
　牧丘支所　住民生活担当　☎� 3111

　三富支所　住民生活担当　☎� 2121
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● 行政相談
国・県・市・公団などの仕事につ
いての苦情や要望などの相談
◆６月 16日㈮午後 1時～４時
場所　夢わーく山梨	
問総務課行政防災防犯担当
☎� 1111( 内線 227)　
◆６月 20日㈫午後 1時～ 3時　
場所　牧丘支所　
問牧丘支所総務担当☎� 3111
◆６月 23 日㈮午後 1時 30 分～
３時　場所　基幹集落センター　
問三富支所総務担当☎� 2121
※お住まいの地域に関係なく、都
合のつく日をご利用ください。

●教育相談
日時　毎週木曜日　午前 10 時～
午後４時　場所・問生涯学習課(市
民会館内 )☎� 9611　
牧丘支所教育担当☎� 3111　
三富支所教育担当☎� 2121
※幼児教育相談はつつじ幼稚園　
☎� 0244

●家庭児童相談
児童の養育に関する家庭問題　
日時・場所　月・水・金曜日 (山
梨市役所 ) ／火・水・木曜日 ( 牧
丘支所 )　いずれも午前９時～午
後４時　問福祉事務所児童福祉担
当☎� 1111( 内線 162)

●中・高年齢者職業相談
中・高年齢者の就職と雇用などの
相談とあっせん　
日時　月～金曜日 (祝日除く ) 午
前８時 30 分～午後５時　場所　
夢わーく山梨３階高齢者職業相談
室　問夢わーく山梨☎� -3111

●若年者の「仕事」に関する相談
就職活動、職業適正、キャリアアッ
プなどの相談　
対象　おおむね 35 歳くらいまで
の人またはその家族　日時　６月
６・13・20・27 日㈫　いずれも
午後６時～９時　場所　夢わーく
山梨２階相談室　問商工労政課商
工労政担当
☎� -3111( 予約受付 )

●結婚相談
日時　６月 17 日㈯　受付時間午
後２時～６時　場所　市民会館３
階控え室　問生涯学習課生涯学習
担当 (市民会館内 )☎� 9611

●パソコン困りごと相談室
インターネット体験・困りごと相談
相談料　無料　日時　６月３・
10・17・24 日㈯　受付時間　午
後１時～４時　場所　市民会館４
階Ｃ会議室　問生涯学習課生涯学
習担当 (市民会館内 )☎� 9611

●社会保険出張相談
健康保険および厚生年金・国民年
金に関する相談　
日時　６月 15 日㈭午前９時 30
分～午後４時 (正午～午後１時は
休み )　場所　夢わーく山梨　　
問甲府社会保険事務所 (甲府市塩
部 1-3-12)
☎ 055-252-1431( 代）

●不動産無料相談
不動産に関する相談全般　
相談料　無料　日時　６月 20 日
㈫　受付時間　午前 10 時～午後
３時 ( 正午～午後１時は休み )　
場所　㈳山梨県宅地建物取引業協
会峡東支部事務所（市民体育館東
側　山梨法人会館内）　問同協会
峡東支部　☎� 1481

法務局なんでも

無料相談所を開設します

ーあなたのお知りになりたい法務
局の業務に関するどんな相談にも
お答えしますー
　法務局では、登記、戸籍、供託、
訟務、人権擁護および成年後見登
記に関する事務など、みなさまの
生活に深く関わる事務を取り扱っ
ています。
　これらに関することで、疑問に
思っていること、不明な点、知り
たいことなどありましたら、「法
務局なんでも無料相談所」をご利
用ください。秘密は固く守られま
すし、事前の予約など特別な手続
きも不要です。
【日時】６月 25 日㈰午前９時～
午後３時 30分
【場所】甲府地方法務局４階会議
室 (甲府市北口 1-2-19)
【相談内容】土地や建物、会社な
どの登記の手続き、土地の境界に
関すること／相続問題、遺言など
に関すること／お年寄りの財産な
どを守る成年後見制度に関するこ
と／成年後見登記の手続きや証明
書に関すること／婚姻、離婚、親
権、扶養などに関すること／帰化
など国籍に関すること／地代、家
賃の支払いなど借地・借家に関す
ること／児童・生徒の「いじめ」「体
罰」に関すること／あらぬ噂や中
傷など名誉・信用に関すること／
その他
【主催・問い合わせ】
甲府地方法務局
☎ 055-252-7153( 業務時間内 )
※登記・供託の手続きについては、
インターネットおよびインフォ
メーションサービスもご利用くだ
さい。
URL　http://info.moj.go.jp/　
☎ 055-240-6027( 音声ガイド）

その他各種相談
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各 種 情 報

平成18年６月支払分
から年金額が変わり
ます
　平成 17年の年平均の全国消
費者物価指数が、対前年マイ
ナス 0.3％であったため、平成
18 年度の年金額は、前年度よ
り 0.3％少ない額となります。
　満額の老齢基礎年金の場合
は、月額 200 円ほど引き下げ
となります。
　平成 18年 4月分から新しい
年金額となりますので、6月の
定期支払（4月および 5月分）
から年金額が変更となります。
◎ 18 年度の年金額（基礎年金）
・老齢基礎年金 … 792,100 円
・障害基礎年金　
　1 級 …………… 990,100 円
　2 級 …………… 792,100 円
・遺族基礎年金
　妻と子１人の場合
　　　………… 1,020,000 円
※毎年、お誕生月に現況届のハ
ガキを提出しないと、年金は支
払いが止められます。社会保険
庁から送付されるお知らせに
ご注意ください。
【問い合わせ】
市民課国民年金担当
☎� 1111( 内線 144、145)

　アメリカシロヒトリは、その名
のとおり北アメリカに生息してい
ましたが、1945 年頃アメリカ軍
の物資にまぎれて日本に持ち込ま
れ、その後各地に広がったと考え
られています。
　サナギで越冬し、羽化した成虫
が数百の卵を産み、10 日ほどで
かえった幼虫は集団でクモの巣の
ような糸を張った中で３回の脱皮
をし、その後分散して瞬く間に葉
を食い荒らします。発生時期は５
月下旬～８月下旬です。
　被害を最小限にするためには早
期発見・早期防除が大切です。地
域が一体となった防除を行いま
しょう。
　なお、市ではアメリカシロヒト
リの防除を各区にお願いし、防除
を実施する区に対し、かかる経費
の一部を助成しています。
【問い合わせ】
農林課農林担当 (牧丘庁舎 )
☎� 3111( 内線 123)
農林課山梨地域担当
☎� 1111（内線 112）
三富支所総務担当
☎�２121
（内線 310）

相　談お知らせ
アメリカシロヒトリを

防除しましょう！

特設人権相談所を

開設します

　山梨人権擁護委員協議会と甲府
地方法務局では「特設人権相談所」
を開設します。
【日時】６月１日㈭
午前 10時～午後３時
【場所】山梨市民会館　
【相談員】人権擁護委員・法務局
職員
【相談内容】
ア、親族、夫婦、扶養、相続、
登記、供託、戸籍、借地、借家、
名誉、信用、差別、私的制裁、騒音、
悪臭などについての悩みごと
イ、配偶者からの暴力、ストー
カー、児童・高齢者虐待、セクシュ
アルハラスメントに関すること
ウ、児童、生徒のいじめ問題、体
罰の問題
エ、その他、人権に関することで、
どこへ相談してよいのかわからな
いなどで困っている場合
※相談は無料で秘密は堅く守られ
ます。
【問い合わせ】
福祉事務所社会・長寿福祉担当
☎� 1111( 内線 164、165)

商工業者のみなさまへ
「一日国民生活金融公庫」開設のお知らせ（18 年度特別相談日）

営業資金のご相談などがありましたら、この機会にご相談ください。
即日融資の決定が可能です。
【日時】７月 13日㈭午前 10時～午後３時
【場所】山梨市商工会館２階　会議室
【相談員】国民生活金融公庫甲府支店担当者
【問い合わせ・予約申込先】　山梨市商工会　☎� 0806
【申込期限】　７月 10日㈪
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「やまなし市民音楽祭 2006」
第九合唱団員募集

　山梨市・音楽のあるまちづくり
未来塾では、12月 17日㈰に「や
まなし市民音楽祭」を開催し、そ
の中でヴェートーベンの第九の合
唱を行います。みなさんも県下最
大の第九合唱に参加してみません
か？今年はあなたが主役です！
※合唱参加申込みは、練習時に受
付けます。練習の日時・場所は地
域別カレンダーをご覧ください。
※募集対象者は高校生以上（初心
者大歓迎）。
※第九はドイツ語での合唱になり
ます。
※練習の受付・資料作り、本番の
運営などお手伝い頂けるボラン
ティアスタッフを募集していま
す。ボランティア希望者は生涯学
習課までお申し込みください。み
んなの手で音楽祭を作り上げま
しょう！
【申込・問い合わせ】生涯学習課
生涯学習担当 ( 山梨市民会館内 )
☎� 9611( 月曜休館 )

「夏の自然探偵団」
　　　　　　参加者募集

青少年県外交流事業子ども
地球探検隊隊員募集

　㈳山梨青年会議所と生涯学習課
では、「自然探偵団」事業として「夏
の自然探偵団」と題し、夏の海洋
自然体感事業を実施します。
　海だからこそ体験できるプログ
ラムを計画しています。集団生活・
宿泊体験を通して、社会的なルー
ルを学びつつ、山梨にはない青い
海という自然を満喫して、夏休み
の思い出をつくりませんか？
【日時】７月 29日㈯～ 30日㈰
【募集対象】
市内小学生（４～６年生）

　山梨市青少年県外交流実行委員
会では、自然体験・集団生活の中
で社会的ルールを学びながら、自
主性・協調性・生きる力を育むこ
とを目的とした「子ども地球探検
隊」の隊員を募集します。
【日時】8 月 16日㈬～ 18日㈮
【場所】埼玉県青少年総合野外活
動センター
【募集対象】市内小学生（５～６
年生）・中学生　
【定員】50 人
※近日中に学校を通じて、チラシ
を配布します。詳細・募集要項な
ど、ご確認ください。
【問い合わせ】生涯学習課生涯学
習担当 (山梨市民会館内 )
☎� 9611( 月曜休館 )

【定員】50 人
※近日中に学校を通じて、チラシ
を配布します。詳細・募集要項な
ど、ご確認ください。
【問い合わせ】生涯学習課生涯学
習担当 (山梨市民会館内 )
☎� 9611( 月曜休館 )

お知らせ

　市では、成人となる皆さんの前
途を祝福するため、平成 19 年山
梨市成人式を開催します。
【日時】平成 19年１月７日㈰
午後１時
2 2 2 2

から
【会場】山梨市民会館ホール
【該当者】
昭和 61 年４月２日から昭和 62
年４月１日までの出生者
※詳細は、広報 10 月号にてお知
らせします。
【問い合わせ】生涯学習課生涯学
習担当 (山梨市民会館内 )
☎� 9611( 月曜休館 )

平成 18 年度農作業標準賃金
について

　農業委員会では、毎年、臨時に
人を雇う場合の農作業標準賃金を
定めています。
　平成１８年度の標準賃金の額は
次のとおりです。参考にしてくだ
さい。

一般農作業 ( 重 ) ……… 7,620 円
一般農作業 ( 軽 ) ……… 7,110 円
アルバイト ( 高校生 ) … 5,250 円
耕起代かき (10a 当たり )
　　　…… 16,340 円～ 17,460 円

【問い合わせ】
山梨市農業委員会事務局
（牧丘庁舎農林課内）
☎� 3111（内線 108）

成人式を迎える
みなさんへ

「高齢者の働く意欲を応援します」

パソコン入門コース受講者
募集中！
【受講対象者】おおむね 55歳以
上 65歳未満の就職希望者
【受講料】無料　【定員】15 人
【期間】６月 15 日㈭～ 22 日㈭
(５日間 )
【募集締切】６月６日㈫
【内容】パソコン操作の基本、文
書作成、表計算、インターネッ
トについて
【会場】甲州市勤労青少年ホーム
(レックセンター )
【申込・問い合わせ】東山梨地区
広域シルバー人材センター　
☎� 4110☞
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各 種 情 報

講　座
～イキイキ働く

　　女
ひ

性と男
と

性の講座～

　ワッフルとクレープ作りに挑戦
します。みんなでおいしく作って
食べませんか。
【日時】６月 18日㈰　午前 10時
と午後１時 30分からの２回
【会場】夢わーく山梨 ( 働く婦人
の家 )　料理実習室
【定員】各 12人
【参加料】1,500 円（材料代・当
日徴収）
【講師】西室順子さん
【参加申込】　６月５日㈪
午前 8時 30分から電話受付開始
※定員になり次第受付を終了しま
す。
【申込・問い合わせ】　
夢わーく山梨 (働く婦人の家 )　
☎�３１１１
※希望者が少ない場合は、開催し
ないこともありますので、ご了承
ください。

～車椅子レクリエーション

　　　　　ダンス講習会～

　障害者や車椅子で生活する高齢
者がさまざまなレクリエーション
を通して心豊かな生活ができるよ
うに支援するボランティアを養成
するため、車椅子レクリエーショ
ンダンス講習会を開催します。
　車椅子レクリエーションダンス
に関心のある人や施設などでボラ
ンティア活動をしている人など、
だれでも参加できます。
【日時】６月 26日㈪
午前 10時～ 11時 30分
【会場】夢わーく山梨 ( 働く婦人
の家 )軽運動室
【指導】車椅子レクリエーション
ダンス普及会山梨支部
【参加料】無料
【申込・問い合わせ】山梨市ボラ
ンティアセンター　☎� 8755
※動きやすい服装・運動靴でご参
加ください。

第２回山梨市民号「東京

  ディズニーランド ® への旅」

募　集

団体専用列車でりんかい線～
舞浜駅まで直通運転！
【出発日】８月 19日㈯
( 午前６時 30 分発　帰着予定：
午後 11時 50分 )
【申込方法】６月 23 日㈮から受
付を開始します (受付時間：午前
10時～午後３時 )。広報と一緒に
配布する申込用紙に必要事項を記
入の上、旅行代金を添えてJR山
梨市駅に直接申し込んでください。
【企画・実施】
東日本旅客鉄道株式会社　東京都
渋谷区代々木 2-2-8　東京都知事
登録旅行業第 2-2743　旅行業務
取扱責任者　梶原美樹
【問い合わせ】
JR山梨市駅　☎� 7000
( 専用電話：６月 23日から )
※詳細は、広報と一緒に配布する
チラシ ( 申込用紙付き ) をご覧く
ださい。

「山梨市海の家」2006年分利用申し込みを受け付けます
市では今年も「山梨市海の家」( 宿泊施設 ) を静岡県牧之原市相良海水浴場に開設します。

【開設期間】	 ７月 15日㈯～８月 16日㈬〔33日間〕
【利用時間】	 午後３時～翌日の正午（１世帯１泊のみ）
【利用資格】	 市内在住・在勤者世帯
【利用料】 	 １人4,500円〔内訳…食事代3,500円（夕食のバーベキューと朝食分）、施設利用料1,000円〕
【申込受付】	 ６月 15日㈭　午後７時～７時 30分　夢わーく山梨（働く婦人の家）講習室にて。
	 受付終了後、引き続き利用日時の決定、説明会を開催します。
【申込方法】	 施設利用料（１人 1,000 円）をご持参の上、本人または世帯の方が申し込んでください。
　※希望する日が定員以上となった場合は、抽選により決定します（先着順ではありません）。
　※バーベキューは現地のイベントや天候などにより変更になる場合があります。
　　イベント日程はお問い合わせください。　　【問い合わせ】	商工労政課商工労政担当　☎� 3111
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催　し
～第４回「やまなしし

　　朝の市」と街道散策～

【日時】６月１１日㈰
午前８時～正午（雨天決行）
【会場】山梨市駅前「夢の実」広場
【主催】やまなしし朝の市の会
【内容】農産物、特産品、地元ワ
イン、お菓子、木工品などの出店・
出品

～「6・25住宅デー」

無料包丁研ぎのお知らせ～

　山梨市建築工事業組合では、毎
年６月 25 日の全国一斉「住宅
デー」に伴い、奉仕活動の一環と
して公共施設の補修などと、市民
を対象に包丁研ぎを行います。
【日時】６月 25日㈰
午前９時～正午
【会場】山梨市保健センター駐車場
※包丁の持ち運びにはご注意くだ
さい。
【問い合わせ】商工労政課
商工労政担当　☎� 3111

【同時開催】街道物語 ( 地蔵の渡
し )　秩父往還の難所を中心に歩
きながら山梨市の昔を探索しま
す。参加希望者は午前９時 30 分
までに駅前モニュメント前にご集
合ください。
※「朝の市」を一緒に盛り上げて
いただくサポートスタッフとアマ
チュアバンドを募集しています。
詳しくは、事務局までお問い合わ
せください。
【問い合わせ】やまなしし朝の市
の会事務局おくやま　☎� 0512

第11回山梨市万葉うたまつりとホタル観賞会　＜６月12日～18日＞

◆万葉うたまつり◆　会場：万力公園 ( 噴水広場メインステージほか )	　
【前夜祭】　16日㈮午後６時～　※雨天決行
　　　　　邦楽演奏会　午後７時～　
　　　　　飲食店街　　午後６時～午後９時　
【うたまつり】　17日㈯～ 18日㈰　午前 10時～午後９時　※一部雨天中止
　　　　　邦楽演奏・太鼓演奏・お茶会・フリーマーケット・チビッコ広場・
　　　　　森の音楽祭・飲食店街
　　　　　※ 万葉歌朗唱は、17 日午後５時から開催します。※

【臨時駐車場】　
　うたまつり期間中は JAフルーツ山梨直売所・山梨支所共選所を
臨時駐車場として開放し、現地から会場までシャトルバスを運行します。
　　
◆ホタル観賞会◆　会場：万力公園、江曽原の兄川沿い
　12日㈪～ 18日㈰の１週間開催　午後７時～午後９時　※小雨決行

※各イベントの開催時間など詳細は、
　広報と一緒に配布するチラシをご覧ください。
【問い合わせ】　
　山梨市役所三富庁舎観光課内	
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～育児サークル合同会を

　　　　　　開催します～

　市内の育児サークルに入ってい
る、またはサークルに興味のある
みなさん、1～ 3歳くらいのお子
さんを子育て中のママならだれで
もOKです。みんなで楽しく遊び
ましょう。ママたちの出会いの場
にもなります。
　参加を希望する人は保健課保健
指導担当まで申し込んでくださ
い。サークルに入っている人は各
サークルでとりまとめをお願いし
ますので、個別に申し込む必要は
ありません。
【日時】6 月 30 日㈮午前 10 時～
11時 30分（9時 30分より受付）
【場所】市民総合体育館武道館
【申込 ･問い合わせ】　
　保健課保健指導担当
　☎� 1111( 内線 414 ～ 416)
※持ち物などは、申し込み時にご
確認ください。

　ファミリーサポート事業は、「育児や子育ての援助を受けたい人」
を「子どもの世話ができる人」が援助するという事業です。
◆子どもの世話ができる会員募集◆
　市では、ファミリーサポート事業に参加して、子どもの世話をし
ていただける会員を募集しています。「空いている時間に子どもとふ
れあいたいな！」「子育て中のご家族のお手伝いをしたいな」と思っ
ている方、山梨市ファミリーサポート事業に参加しませんか。
　なお、子どもの世話をしていただくには、事前に保育サポート講
習を受講していただくことが必要になります。

【日程および講習内容】

【場所】夢わーく山梨 (働く婦人の家 )B会議室 (救命講習のみ山梨
消防署 )
【定員】30 人
【参加料】テキスト代　2,000 円（講習初日に徴収します .）
【受付期間】５月 29日（月）から 6月 9日（金）
【申込・問い合わせ】
　少子対策課子育て推進担当　☎� 1111( 内線 152、153)
　※電話での申込み可
◆子育ての援助を受けたい会員の募集◆
　ファミリーサポート事業は、小さな子どもを持つご家族が安心と
ゆとりを持って子育てができる環境を作ることを目的としています。
「子育てが不安」「ゆとりがない」と感じている方、一人で悩まずにファ
ミリーサポート会員に登録しませんか。詳しいことは、少子対策課
子育て推進担当までお問い合わせください。

ファミリーサポート会員を募集します
　　　　　　　　　　　　～保育サポート講習のご案内～

日　　　時 講　習　内　容

6 月 15日㈭ 13:00 ～ 16:30
受付 ･オリエンテーション
子どもの心の発達過程と保育者の関わり
障害のある子どもの預かり方について

6月 22日㈭ 13:00 ～ 17:00 発育と発達　子どもの健康
6月 29日㈭ 13:00 ～ 16:00 子どもの栄養と食生活
7月		6 日㈭ 13:00 ～ 16:00 子どもとの暮らしとケア　子どもの遊び
7月 13日㈭ 13:00 ～ 16:00 子どもの事故と安全（救命講習）

7月 20日㈭ 13:00 ～ 16:00
子ども ･子育てを取り巻く環境
保育の心　保育サポートについて　
終了式

～第７回やまなしし

　子どもフェスティバル～

【開催日】平成 18年８月５日㈯
【会　場】山梨市民会館
　詳しくは、次号以降の広報で
お知らせします。
【問い合わせ】
少子対策課
子育て推進担当
☎� 1111( 内線 152、153)
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～健やか山梨21推進会議

推進部会員を募集します～

　健やか山梨 21 推進会議・推進
部会は県民の健康づくり計画「健
やか山梨 21」の事業の計画実行
などへの協力を行うため設置され
た組織です。
　部会員のみなさんには、年３回
程度の会議や事業に参加していた
だきます。
【任期】２年間 (18・19年度 )
【募集人数】５人
【応募要件】健康づくりに関心が
あり実行してる20歳以上の人(男
女、学歴、職業などは問いません )。
【応募期限】５月 31日 ( 水 )
【問い合わせ】　
　県庁健康増進課　
　☎ 055-223-1493

　★母子健康手帳は必ずお持ちください。
　★受付時間は厳守してください。
　★今月の該当以外のお子さんでもまだ受講が済んでいない場合は、出席してください。
　＊後期離乳食教室は定員 20 人です。事前申込みが必要ですので、ご注意ください。

６月の学級・講習会 問保健センター☎�1111(内線414～ 416)

～健診の日程は、年間予定表と広報地域版のカレンダーをご覧ください。～

項　目 実施日 受付時間 場　所 該　当　者
母子健康手帳
の交付・
妊婦健康相談

６月　８日㈭
午前 9:00 ～ 11:30

山梨市保健センター 妊娠届を済ませていない妊婦
６月 22日㈭ ※牧丘・三富支所でも実施します。事前予約が必要です。

　　　問牧丘支所☎� 3111　三富支所☎� 2121７月 13日㈭
前期離乳食教室 ６月　２日㈮ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 18年 1.2 月生まれの児の保護者
小児科医による
子育て教室 ６月 12日㈪ 午後 1:30 ～　2:00 牧丘町保健センター 17年 9～ 12月生まれの児の保護者

育児学級 ６月 20日㈪ 午前 9:30 ～ 10:00 山梨市保健センター 18年３月生まれの児の保護者
親子ふれあい教室 ６月 23日㈮ 午後 1:00 ～　1:30 山梨市保健センター 17年７月生まれの児の保護者
＊後期離乳食教室 ７月　５日㈬ 午後 1:00 ～　1:30 牧丘町保健センター 17年 11.12 月生まれの児の保護者

小学校６年生までの子どもをお持ちのみなさん！
　　６月は「児童手当現況届」の提出月です!!
　児童手当を受けている方は、毎年 6月中に「現況届」を提出しな
ければなりません。
　この届は、所定の用紙に毎年 6月 1日における状況を記載し、児
童手当を引き続き受ける要件があるかどうかを確認するためのもの
です。
　この届の提出がないと、6月分以降の手当が受けられなくなりま
すので、ご注意ください。
　なお、届出に必要な書類は市役所から郵送により対象者にお送り
します（公務員の方は、職場への届出となります）。書類は各支所で
も受付けます。
【注意】
●郵送された書類に 4 月の制度改正により受給対象児童となった小
学校 5・6年生の氏名が記載されていても、現況届だけでは手当が
増額されません。現況届の際に「額改定認定請求書」を提出してく
ださい。
●所得制限の限度額は年によって変わります。昨年所得制限で手当
をもらえなかった人も対象児童がいる場合は、６月中に「認定請求書」
を提出してください。
【問い合わせ】　福祉事務所児童福祉担当　☎� 1111（内線 163）
　牧丘支所住民生活担当　　☎� 3111
　三富支所住民生活担当　　☎� 2121
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　広報やまなし４月号で募集した
「平成 18 年度人間ドック」の受
診申し込みを、引き続き受け付け
ています。
　申込方法など詳しいことは、広
報やまなし４月号 37 ページをご
覧ください。
　なお、申し込みは先着順とし、
定員を超えた場合は抽選とさせて
いただきます。
【申込受付締切】
　６月９日㈮ (当日消印有効 )
【受診期間】
　７月１日㈯～平成 19 年２月
28日㈬
【問い合わせ】
　保健課保健企画担当　
　☎� 1111( 内線 412、413)

～人間ドック受診申し込みを

引き続き受け付けています～

～老人健康教室および

老人医療費受給者証交付～

■日　時　６月 29日㈭
　午前９時 30分～ 10時
■場　所　山梨市保健センター
■対象者　昭和 13 年７月１日～
７月 31 日、昭和 11 年６月２日
～７月１日生まれの人。該当者に
は、交付日の約１週間前に通知し
ます。
【問い合わせ】
　市民課国民健康保険担当
　☎� 1111( 内線 146、148)
　牧丘・三富支所住民生活担当

　～結核検診を

　　　　受けましょう！～

　市では、結核予防法における住
民検診の一環として、寝たきりな
どにより、地区の検診を受診でき
ない人（家族の送迎などで、医療
機関が受診できる人）を対象に、
医療機関での検診を実施します。
　高齢者や寝たきりの人は抵抗力
が弱く、結核に感染する危険や集
団感染を引き起こす危険が高いこ
とから、病気を早期発見するため
に検診が大切です。年１回の受診
をお勧めします。
【自己負担金】　７００円
【申し込みおよび実施期間】
　６月１日㈭～平成 19 年２月
28日㈬
【申込方法】　負担金を持参し、申
し込んでください。
【申込・問い合わせ】
　保健課保健指導担当　
　☎� 1111( 内線 415)　

～乳がん・子宮がん検診の

申し込みについて～

　牧丘・三富支所で検診の申し込
みをする場合は、お手数ですが事
前に電話などで予約をしてから申
込手続きをしてください。
【問い合わせ】
　牧丘支所住民生活担当　
　☎� 3111
　三富支所住民生活担当　
　☎� 2121

やめたい人を手助けする禁煙支援

～５月 31 日から６月６日
　　　　は禁煙週間です～

　５月 31日は、世界保健機関 (Ｗ
ＨＯ)が定める世界禁煙デーです。
世界禁煙デーは、たばこを吸わな
いことが社会習慣として一般的に
なるよう加盟各国でさまざまな活
動を行うことを目的として、昭和
63(1988) 年に設けられました。
　また、わが国では、平成４年か
ら世界禁煙デーに始まる１週間を
「禁煙週間」と定め、各種の週間
行事を実施しています。
　平成 18 年度においては、喫煙
者に対する禁煙支援を通じ、喫煙
の危険性および禁煙の重要性など
についての普及啓発を積極的に行
います。喫煙はさまざまな疾病の
危険因子であり、禁煙は生活習慣
病予防の基本の１つです。
　喫煙者のみなさん、禁煙週間を
機に、たばこと健康について改め
て考えてみましょう。
【問い合わせ】
　保健課保健企画担当　
　☎� 1111( 内線 412、413)

～血液サラサラ体験教室

　　　　　　　予約受付～

　７月は教室を行いません。
　次回教室(８月)の予約受付は、
広報７月号でお知らせします。
【問い合わせ】
　三富支所住民生活担当　
　☎� 2121
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人　口	 39,371人
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	 女	 20,415人
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武
田
氏
の
情
報
伝
達

　

武
田
氏
が
用
い
た
通
信
手
段
に
「
飛
脚
篝か
が
り
び火
」

と
言
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
烽の
ろ
し火
を
使
っ
た
方
法

で
あ
る
。
烽
火
を
用
い
る
方
法
は
、
武
田
氏
だ
け

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
多
く
の
戦
国
武
将
が

用
い
て
い
た
。
武
田
氏
に
お
い
て
「
飛
脚
篝
火
」

の
整
備
さ
れ
る
の
は
、
信
虎
・
信
玄
の
代
に
な
っ

て
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

烽
火
の
起
源
は
古
く
、
日
本
に
限
っ
て
も
、
弥

生
時
代
す
で
に
通
信
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
た
と
言
わ
れ
る
。
烽
火
に
は
「
狼
煙
」
の
文

字
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
火
種

に
オ
オ
カ
ミ
の
糞ふ
ん

が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
起
因

す
る
と
言
わ
れ
、
こ
の
煙
は
真
っ
直
ぐ
上
が
り
、

風
に
も
強
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
現
実
的
に

は
オ
オ
カ
ミ
の
糞
を
大
量
に
入
手
す
る
こ
と
は

困
難
で
、
杉
の
葉
・
藁わ
ら

・
火
薬
な
ど
が
使
用
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
烽
火
台
が
置
か
れ
た
場
所
は
、

両
岸
が
山
地
の
よ
う
な
地
形
で
、
煙
が
見
え
や
す

い
よ
う
に
、後
方
に
高
い
山
か
森
が
あ
る
場
所
で
、

途
中
に
遮し
ゃ
へ
い蔽
物
が
な
い
見
通
し
の
よ
い
場
所
で

あ
っ
た
。

　

秩
父
口
の
烽
火
台
は
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で

設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
遺
跡
か
ら
復

元
す
る
と
、
釜
口
山
→
成
沢
東
杵き
ね

・
西
杵
二
山
の

間
→
岩
手
の
物
見
山
→
水
口
の
丸
山
→
仏
沢
の

烽
火
台
→
石
水
寺
の
要
害
城
で
あ
っ
た
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
こ
の
烽
火
台
に
つ
い
て
、『
甲
斐

国
志
』
は
「
仏
沢
ノ
城
址
」
の
項
で
、
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

北
ハ
西
保
ヘ
山
路
ア
リ
、
東
水
口
村
御
林
ノ
下
丸

山
ト
云
フ
処
ニ
モ
烽
火
台
ノ
址
ア
リ
、
里
人
城
山

ト
呼
ブ
、
其
東
ハ
岩
手
ノ
物
見
山
ニ
達
ス
ベ
シ
、

夫
ヨ
リ
成
沢
ノ
東
杵
・
西
杵
二
山
ノ
間
ニ
一
所
ア

リ
テ
、
遥
ニ
相
対
セ
リ
、
釜
口
山
ニ
一
所
、
皆
烽ほ
う

燧す
い

ヲ
置
キ
、
雁
坂
口
ノ
急
ニ
備
フ
ル
処
ニ
シ
テ
、

武
田
家
ノ
軍
法
ニ
所い
わ
ゆ
る謂
飛
脚
篝
リ
、
即
ち
是
ナ
リ

ト
云

　

ま
た
、
成
沢
の
烽
火
台
に
つ
い
て
は
、「
東
杵
・

西
杵
ト
云
フ
両
山
ノ
間
ニ
旧
墓
ア
リ
、
高
ク
聳そ
び

エ

テ
郷
中
ヲ
臨
察
ス
ベ
シ
、
即
チ
大
村
党
ノ
衛
所
ナ

リ
。
城
山
（
下
釜
口
村
）
三
ノ
橋
ノ
西
北
ニ
在
リ
、

烽
火
場
ナ
リ
」
と
記
す
。

　
『
東
山
梨
郡
誌
』
で
は
、下
釜
口
の
城
山
を
、「
武

田
の
勇
将
荻
原
豊
前
守
の
守
備
せ
し
処
に
し
て

秩
父
に
備
へ
た
り
、
烽
火
台
を
築
き
し
跡
あ
り
。

山
上
よ
り
雁
坂
峠
を
望
む
こ
と
を
得
」
と
紹
介
し

て
い
る
。

　

烽
火
台
・
砦
な
ど
の
警
衛
に
あ
た
っ
た
の
は
、

在
地
の
武
士
団
「
衆
」
で
あ
っ
た
。
国
中
の
治
世

が
安
定
す
る
と
、
警
衛
の
中
心
は
国
境
地
帯
に

移
っ
た
。特
に
重
要
な
地
点
は
、駿
河
口
・
信
州
口
・

秩
父
口
（
雁
坂
口
）
で
あ
っ
た
。
笛
吹
川
筋
の
警

衛
に
あ
た
っ
た
の
は
「
大
村
衆
」
で
あ
り
、
範
囲

は
秩
父
街
道
雁
坂
口
か
ら
大
野
砦と
り
でに
至
る
広
範

な
範
囲
で
あ
っ
た
。

　

烽
火
台
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
情
報
伝
達

の
ス
ピ
ー
ド
は
、
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

躑つ
つ
じ
が
さ
き

躅
ケ
崎
か
ら
信
州
善
光
寺
平
ま
で
の
距
離
は

お
よ
そ
一
六
〇
キ
ロ
で
あ
る
。
早
馬
で
も
一
〇
時

間
以
上
か
か
っ
た
と
い
う
が
、
烽
火
だ
と
二
時
間

ほ
ど
で
伝
達
で
き
た
と
い
う
。
実
際
に
平
成
一
〇

年
大
阪
（
大
阪
城
）
尾
道
間
の
二
五
〇
キ
ロ
で
、

烽
火
の
伝
達
速
度
の
実
験
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。

二
九
箇
所
の
烽
火
台
を
経
由
し
た
伝
達
時
間
は
、

一
時
間
五
八
分
で
あ
っ
た
と
い
い
、
新
幹
線
の
列

車
に
遅
れ
る
こ
と
一
〇
分
程
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
急
き
ゅ
う
し
ゅ
ん
峻
な

山
や
谷
に
囲
ま
れ
、難
路
の
多
い
甲
斐
に
あ
っ
て
、

烽
火
が
重
要
な
伝
達
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
い
知
れ
る
。　
　
　
　
　

(

生
涯
学
習
課)

下釜口城山の烽火台。右手奥にある山の鉄塔の場所に烽火台が
あったと言われている。

　５月 14日、乙女高原の遊歩道づくりに出かけてきました。天気予報では今一つ
でしたが、10時頃から晴れ間が広がり、作業にはちょうどよい気候となりました。
作業後、みんなでお昼を食べながら「そういえば最近こういう心地よい気候って街
中ではないよね。暑いか寒いかのどちらかだもんね。」と談笑しました。標高1,700m
の乙女高原では、まだ春の芽吹きが始まったばかり。６月中旬になると、高原には
鮮やかなレンゲツツジの花が咲き乱れます。その景観は県下一と言われます。
　表紙の写真は、昨年万葉うたまつりの合い間に撮った万力公園のアジサイの花。
こちらも６月半ばが見頃です。うたまつりの折にでも散策してみてください ＥＫ




